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系外惑星の直接撮像は究極の観測方法とも言えるが、技術的な困難もあり、この手法で発見された惑星の数は
まだ少ない。また、これまでの系外惑星直接観測はブラインドサーベイであり、その検出効率は低かった。今回、
我々はガイアとヒッパルコスのデータから恒星の加速運動を示唆する天体を絞り、すばる望遠鏡の超補償光学系
SCExAOによる高コントラスト・高解像度・高感度観測を行った。その結果、A型星 HIP 99770から、わずか
0.4秒角（17 au）の位置に伴星を発見した。CHARISによる分光データおよびケック望遠鏡による Lバンドデー
タによるスペクトルや共通固有運動の観測から、確実な伴星であることが確認された。さらに、恒星の加速デー
タに基づく伴星の力学的質量と光度から求めた質量はよく一致しており、13.9 ‒ 16.1木星質量と精密に求められ
た。恒星・伴星質量比は、直接撮像された系外惑星と同程度であり、その大気はHR8799の 4惑星の大気と類似
している。この方法を展開することにより、系外惑星の直接検出を効率的に進めることが出来ると期待される。


